
青森県六ヶ所村にある量子科学

技術研究開発機構（当時は日本原

子力研究開発機構）の六ヶ所核融合研究所にて働き始めて

から早９年目になります．それは茨城県の那珂核融合研究

所に博士研究員として採用されてから半年後の秋のこと，

何もわかっていなかった私は異動先でも那珂研の通勤で使

用しているママチャリで通えば良いと考えていました．し

かし，異動日が近づくにつれて耳にする雪の噂に驚き，急

いで那珂研近くの中古車ディーラーで９４年製のハイラック

スサーフを購入して，その２週間後には 600 kmの長い道

のりを運転して青森に向かったのでした．大学の学部時代

に山形の自動車教習所で約２週間の合宿を通して磨いた腕

はとうに錆びており，おっかなびっくり運転したことを覚

えています．そして，その一か月後から始まるホワイトア

ウトの日々．今思い返すと，そのあまりの状況に怖さより

も楽しさが勝っていたように感じます．現在は，当時に比

べると連日の大雪に悩まされることはなく，月に数回少し

大変な雪が降る程度ですので，実を言うと少し物足りなさ

を感じています．

さて，青森で暮らして９年目ですが，青森県には多くの

観光名所があります．春には毎年２００万人が訪れる弘前城

のさくら（樹齢１００年を超えるソメイヨシノが４００本以上あ

ります），夏には青森ねぶた祭で２８０万人（２０１８年）が「ラッ

セーラー」の掛け声と共に跳ね回り，秋の紅葉の時期には

黄金色に輝く八甲田を車で走れば木漏れ日に何ともいえな

い感動で高揚し，冬にはウインタースポーツはもちろんの

こと八甲田の樹氷やこの時期に十和田湖周辺に作られる

「かまくらバー」で氷のグラスで一杯と，本当に魅力あふれ

る場所です．皆様も青森県にお越しの際は季節に応じた最

高の観光を体験してみてはいかがでしょうか．

（染谷洋二）
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